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灯と同時に活動を 開始し, 消灯とともに 軌 LLた｡ 更
に,20時間明,4時間鴨状態にい ことき (舞幻郭 も,
光の点滅に --致した活動の変化があら｡われでいる0
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DM-1 DM-2 VL Total
Mc-3(8) 282 603 597 1,482
Mc-4(8) 325 365 503 1.193































遠藤 正臣 (金沢大 ･神経情報研)
木研究は,当研究所心理部の研究プpジェクト｢各部
敬化スケジュ ルーの換討｣の一環として行なわれた.す
でに時間経過に託づいて硫化を与える時間間隔軟化スケ
ジー～ルの枚討が終了しており,今回は被附本の反応出
現数に非づいて軟化を与える比率硫化スケジ1-ルにつ
いての換討を行なった｡
比率スケジュールについての詳細な報告は.同和48年
日本心理学会大会で行なうことにし.本報告では従来あ
まり公安されていない予節訓練について詳しく報告する
ことにするoなお,用いた被放f如土.小豆払渡ニホソザ
ル8adult5頭である.
1.AdLlhlttJm 体虎決定
皿'/7g,動物に自由に水と食物を与えた時の安定作訳を
AdLZ'bitum作況と呼ぶO
-木実験への使用を予定していた5軌ま,他の小豆島苑
のニホソザル数田と共にグルーブ･ケージ京でJjl田飼育
されていたので,まずこの群れ全体をAdLib.条件下に
lQ'.くことを試みた｡それまでの飼育条件は,午前11-12
時の問に1日分の食餌を全部エサ掛こ入れておく方法が
探られていたので,この時閉脚こ紛糾することにした｡
帥まサル用固形飼料を用い,翌日の給を耶‡に必ず残爪が
ある程度に給餌した (1頭当り300g)｡体氾測定は,袷
宙耶寺間の前にグループ宝から1頭ずつキャリソグ･ケー
ジに追い出して計果したoこの条件下での体霞はかなり
不安定であった｡
サルなグルーブ垂から何重ケ-ジに移し,同様の給餌
条件をW.純すると,作mは減少しはじめるが3-5日で
城瓜は止り.小さな文才別まあるがグループ宝条件下に比
べ柊めて安定した伯を項るようになった｡体訳グラフの
充劣盲より,完全に安定したと確認された時点からさかの
ぼって4nni】の作爪測定Afiの平均な JdL∫b.作爪とし
た ｡
2.実験体斑
突放作茄としてAdh'b.作爪の800/.な用いることにし
1)拭野俊夫 (京大 ･盟F<研)との共同研究.
た｡それは飢紙状倍を動田とするサルでの多くのジ三輪に
おいて,動因柁作として.AdLtb.作mの800/Oに械爪す
る1)一法がよく探られ,決して柄的な状W.ではなく,安定
したI17:円行動を形成するのに爪迅な動即.染作であること
が碓認されている (われわれの被附小こついても800/Oに
拭爪し,その作mな約=Y:咋問那税させた校の血絞淡皮紋
衣でも掃めてTF.常という結果を和ている)0
われわれの用いた被的作の AdLib.作爪は.10.75-
16.6kgであり,この80C/Oにするには約2-3kgの拭爪
が必要であった.Reese才の ExperimcntsinOpcmnt
Behavior:Appletonのデソシ壬バトの例にならって.漢
ず第1日日は固形飼料の投与をやめ,約2Fl日から約30g
の固形飼料をもf日与えて作mを減少せしめた｡拭爪は急
速に行なわずに10円以上かけることがのぞましいとする
Reeseの才述に従って.ハトの例からmlル た投与爪で
あったが,城爪開始按14nnの休mは1例も800/Oに到ら
ず88.4-93.70/Oであった.ハトの例では,1n当りAd
h'6.体現の20/Oを洞穴すZL))-汰.な拭っているが.サルで
は同じ給餌条件では約10/Oしか氾爪しないことが明らか
になった｡
一応.900/O前核に作mが減少しているので釈放糊口を
節約するため,拭爪と平行して予附訓排をm始すること
にした｡
3.予侍訓練
被欧体を突放節に馴れさせるために.何r)仰窮ケ-.)
から,ヤヤt)ソグ･ケー･}によりプ三輪mに移動し.')ミ紙
箱内でその日の紛糾分の悶形飼料を与え.約1P'J開放陀
する.この突放抑EJl化(tx)xadaptation)と呼ばれる授作
を1週間行なった｡当初はリ1輪節をゆきぶったり,花戸
したりするような怖動反応･探索行動が卿禿するが.し
だいにそのような行動が山現しなくなる｡このような仰
動的な行動が多発している状態では,実験却こよる新し
い学習性の行動形成は非常に困難であり.十分な馴化操
作が必要である｡
この操作が終了すると,次に突放用給飼袋田-の馴化
操作を行なう｡本突放では大豆を硫化子として使mする
ことに予定していたので,問気･械械的に駆動される大
豆用絵柄装匠を通じて,リ三故老により大豆が1粒ずつエ
サ皿に捉示されるo耶動時の機械音及び大豆が出現する
という現暁の変化に対して,当初多くの情動反応が出現
し,綻7.･された大豆なすく･に項らない市が多いが,次節
に情動反応がなくなり.捉示された大豆をすぐに取って
食べるようになった｡このような実験操作を一般に給印
訓練 (magazinetraining)と呼んでいる｡絵飢訓練が終
了すると,この弧化子を伐って,突放者は実験日的に応
じて恐々のオペラソトを形成することができるわけであ
り,われわれはレ′く一引き行動をオペラソトとして形成
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